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公
式
ロ
ゴ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
当
館
の
特
徴
的
な
建
築
シ
ル
エ
ッ
ト
と
館
英
名

「N
AG

O
YA CITY M

U
SEU

M

」の
頭
文
字「N

CM

」を
組
み
合
わ
せ
た

図
形
、
ロ
ゴ
タ
イ
プ
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
図
形
群
を
元
に
し
て
新
た
に

生
み
出
し
た
書
体
で
す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
カ
ラ
ー
の
う
ち
、
金
色
は
名
古
屋

城
の
金
鯱
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
青
色
は
高こ

う

力り
き

猿え
ん

猴こ
う

庵あ
ん

の
本
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
猿
猴
庵
が
書

き
残
し
た
豊
か
な
記
録
は
当
館
の
活
動
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
。

世
に
残
る
猿
猴
庵
の
著
作
物
の
う
ち
、
小お

田だ

切ぎ
り

春し
ゅ
ん

江こ
う

旧
蔵
で
伊
藤
次
郎
左

衞
門
家
に
伝
来
し
た
本
は
全
て
同
じ
浅あ

さ

葱ぎ

色
の
表
紙
を
持
ち
ま
す
。
本
誌

二
三
八
号
で
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
視
認
性
を
高
め
る
た
め
浅
葱
色
か

ら
明
度
を
下
げ
た
色
合
い
に
調
整
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
見
知
り
お
き

く
だ
さ
い
。

再
利
用

　

令
和
七
年（
二
〇
二
五
）春
か
ら
第
二
期
工
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
既
設
材
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
外
壁
は
、
こ
の
機
会
に

洗
浄
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
施
工
業
者
に
よ
れ
ば
、
水
圧
が
強
く
て

も
既
設
塗
装
材
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
の
強
さ
で
行
う

の
が
肝
要
と
の
こ
と
。
な
ん
と
外
壁
一
パ
ネ
ル
あ
た
り
六
分
か
け
て
丁

寧
に
洗
っ
て
い
き
ま
す
。
作
業
が
進
む
と
、
う
っ
す
ら
ピ
ン
ク
味
を
帯

び
た
壁
が
現
れ
ま
し
た
。
あ
た
か
も
お
肌
の
く
す
み
が
と
れ
た
か
の
よ

う
。
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
と
も
な
れ

ば
、
明
る
い
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
実
施
設
計
パ
ー
ス
図
の
と
お
り
外

観
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
内
装
を
大
幅
に
変
更
し
ま
す
。
し

か
し
、
ご
く
ご
く
一
部
に
既
設
材
を
再
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
当
館
の
建
物
自
体
も
名
古
屋
市
の
歴
史
を
物
語
る
ひ
と
つ
な
の
で

す
か
ら
。
は
た
し
て
開
館
し
た
昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）当
時
の
よ

す
が
を
残
す
、
何
の
部
材
が
ど
こ
に
使
わ
れ
る
か
。
出
来
上
が
り
を
お

楽
し
み
に
。

な
や
む
な
や
む

五
月
に
は
、
常
設
展
示
室
の
展
示
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
モ
ッ
ク
ア

ッ
プ（
実
物
大
模
型
）で
確
認
す
る
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
の
高
さ
や
位
置
は
問
題
な
い
か
、
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
は
ど
う

か
、
適
し
た
文
字
数
か
、
障
害
を
持
つ
か
た
に
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

と
り
わ
け
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
背
景
色
は
な
や
み
ど
こ
ろ
。
各
章
ご
と

の
キ
ー
カ
ラ
ー
を
用
い
た
テ
ー
マ
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
個
々
の
資
料

解
説
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
設
展
と
同
様
、
白
地

に
黒
字
の
パ
タ
ー
ン
に
加
え
、
黒
地
に
白
字
パ
タ
ー
ン
も
施
工
業
者
よ
り

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
意
識
し
て
お
り
、
点
字
表
記
や
触
知
図
、
多
言
語
化
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
色
も
重
要
な
検
討
材
料
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
前
者
は
更
新
の

利
便
性
に
優
れ
る
一
方
、
読
み
や
す
さ
は
後
者
に
軍
配
が
あ
が
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
案
も
一
長
一
短
が
あ
り
、
安
易
に
結
論
が
だ
せ
ま
せ
ん
。
し

か
し
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
何
を
優
先
し
て
決
定
す
る
か
。

な
や
む
日
々
が
つ
づ
く
の
で
す
。

中空耳環
―名古屋市博物館所蔵資料より２例の報告―

（
次
ペ
ー
ジ
へ
↓
）

リニューアル
レポート　４

豊臣氏による尾張
国支配のはじまり

写真３　サインサンプル現地確認 図 1　名古屋市博物館正面外観　実施設計パース図より

写真２　常設展示システムモックアップ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

４

津
田　

卓
子

館
の
顔

屋
外
サ
イ
ン
、
館
内
サ
イ
ン
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
構

成
す
る
大
き
な
要
素
で
す
。
七
月
と
八
月
に
は
、
サ
イ
ン
を
担
当
す

る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
施
工
業
者
と
と
も
に
、
実
物
大
に
印
刷
し
た
サ
イ

ン
を
現
地
で
確
認
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
な
る
べ
く
見
や
す
い

よ
う
に
、
直
感
的
に
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
サ
イ
ン
と
し
て
の
統

一
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
協
議
を
重
ね
ま
す
。

正
面
玄
関
の
庇ひ

さ
し

に
は
、
こ
の
た
び
作
成
し
た
公
式
ロ
ゴ
・
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
配
置
し
ま
す
。
幅
三
・
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な

帯
状
の
サ
ン
プ
ル
紙
を
実
際
の
場
所
に
あ
て
て
み
ま
し
た
。
当
た
り

前
で
す
が
、
図
面
や
会
議
室
で
み
た
と
き
と
現
地
で
は
、
距
離
や
光

の
当
た
り
具
合
で
大
き
く
印
象
が
異
な
り
ま
す
。

冒
頭
で
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
館
の
外
観

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
博
物
館
の
外
観
全
体
を
視
野
に
い
れ

た
と
き
、
た
と
え
ば
前
庭
の
入
り
口
あ
た
り
か
ら
遠
望
し
て
み
る

と
、
そ
の
相
似
関
係
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
き
っ
と
当
館
の
新
し
い

顔
と
し
て
機
能
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

写真 1　洗浄前（右）、洗浄後（左）の外壁パネル

写真　天正十八（一五九〇）年九月八日付田中吉政書状（個人蔵）

　

天
正
十
八（
一
五
九
〇
）年
七
月
、
豊
臣
秀
吉

は
小
田
原
の
戦
い
で
後
北
条
氏
を
倒
し
天
下
統

一
を
成
し
遂
げ
た
。
戦
い
の
後
、
武
将
た
ち
の

領
国
を
決
め
る
際
、
秀
吉
は
尾
張
国
の
領
主
・

織
田
信の

ぶ

雄か
つ

を
改
易
し
、
甥
の
豊
臣
秀
次
を
新
し

い
領
主
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
領
主

を
務
め
て
き
た
織
田
氏
に
代
わ
り
、
豊
臣
氏
に

よ
る
尾
張
国
の
支
配
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
こ
の
時
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
秀
吉

は
異
例
の
対
応
を
し
て
、
尾
張
国
の
支
配
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
ま

さ
に
こ
の
時
期
に
出
さ
れ
た
文
書
で
当
時
の
状

況
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
豊
臣
秀

次
の
家
臣
・
田
中
吉
政
が
、
加
藤
隼
人（
景か

げ

延の
ぶ

）

に
宛
て
て
出
し
た
も
の
で
、
加
藤
氏
が
現
在
支

配
し
て
い
る
領
地
を
今
後
も
保
証
す
る
、
い
わ

ゆ
る
安
堵
状
で
あ
る
。
宛
名
の
加
藤
景
延
は
、

尾
張
国
熱
田
の
商
家
・
西
加
藤
家
の
当
主
で
あ

る
。
こ
の
文
書
を
も
と
に
、
豊
臣
氏
に
よ
る
尾

張
国
支
配
の
は
じ
ま
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
探
っ
て
い
こ
う
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
↓
）

〈
翻
刻
〉

　
　

尚
以
相
給
人
各
々
ニ
て

　
　

取
候
て
、
可
遣
候
事
、
已
上
、

当
知
行
分
熱
田
之

内
名
田
方
之
内
を
以
八
拾

八
貫
六
百
文
、
并
御
加
増

分
法
願
寺
之
内
を
以
百
三

貫
三
百
七
十
七
文
を
、（

傍
線
部
②
）

任

御
朱
印
之
旨
所
務

等
之
儀
可
被
申
付
候
、

中
納
言
様
被
成
御
座

・

（
傍
線
部
①
）

次
第
ニ
御
書
相
調
重
而

可
進
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
兵
部
太
輔

天
正
十
八
年　
　
　

  

吉
政
（
花
押
）

　
　

九
月
八
日　
　
　

　
　
　
　
　

加
藤
隼
人
（
景
延
）
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る

〈
意
訳
〉

　
　

な
お
、
相
給
人

（
注
１
）で

そ
れ
ぞ
れ
土
地
を
分

割
し
て
、（
年
貢
を
）お
さ
め
な
さ
い
、
已
上
、

現
在
あ
な
た
が
支
配
し
て
い
る
熱
田（
愛
知

郡
）に
あ
る
名
田
方
の
内
88
貫

600
文

（
注
２
）、

あ
わ
せ
て
、
御
加
増
分
と
し
て
法
願
寺
の

内
　
貫
103

　
文
377

を
、

御（
傍
線
部
②
）

朱
印
の

（
注
３
）

内
容
の
と
お
り
支
配
を
す
る
よ
う

に
申
し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

中（
傍
線
部
①
）

納
言
様（
豊
臣
秀
次
）が
ご
到
着
な
さ
れ
ま

し
た
ら
す
ぐ
に
、（
秀
次
か
ら
の
）正
式
な
文

書
を
準
備
し
て
再
び
お
届
け
し
ま
す
。

恐
々
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
兵
部
太
輔

天
正
十
八
年　

九
月
八
日　

吉
政
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
隼
人
（
景
延
）
様

豊
臣
氏
に
よ
る
尾
張
国
支
配
の
は
じ
ま
り

　
　
　

―
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
九
月
八
日
付
田
中
吉
政
書
状
を
手
が
か
り
に
―

羽
柴　

亜
弥

天正十八年九月八日付
田中吉政書状を手がかりに

（
注
１
）　

相
給
人
…
…
あ
る
場
所
を
複
数
人
で
分
割
し
て
支
配

し
て
い
た
人
達
。

（
注
２
）　

88
貫

600
文
…
土
地
を
年
貢
高
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
。

（
注
３
）　

御
朱
印
…
…
秀
吉
の
朱
印
が
押
さ
れ
た
文
書
。
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中
納
言
様
被
成
御
座

次
第
ニ
御
書
相
調
重
而

可
進
候
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任

　
　
御
朱
印
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旨
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務

　
等
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儀
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中空耳環 ―名古屋市博物館所蔵資料より２例の報告―
廣瀬　正嗣

中空耳環 ―名古屋市博物館所蔵資料より２例の報告―
廣瀬　正嗣

はじめに

　当館が所蔵する高蔵１号墳（名古屋市熱田区）出土資料お

よび東禅寺２号墳（名古屋市守山区）出土資料の中に、中空

耳環を２例（計３点）確認した。中空耳環は、一般的な耳環

に比べて発見数が少なく、希少性が指摘されている資料で

あることから本紙面を借りて報告したい。

１　中空耳環とは

　耳環は、古墳時代後期から飛鳥時代にかけて作られた金

属製の耳飾りである。全国各地の古墳から数多く出土して

おり、棒状の金属を環状に曲げて作られ、内部が詰まった

ものが一般的である。しかし、一部には管状の金属を曲げ

て製作されたものがあり、これらは内部が空洞であること

から「中空耳環」と呼ばれる。中空耳環の出土数は一般的

な耳環に比べて圧倒的に少なく、その１割にも満たない

とされている（岩橋 2022）。さらに、中空耳環は古墳群の

中でも中核的な古墳から見つかること、使用素材が限ら

れ、高い製作技術が必要なことなどが指摘されており（小

池 1987、辻村 1997）、通常の耳環よりも社会的に優位性

の高い副葬品であったと考えられる。

　近年、中空耳環を全国的に集成した岩橋孝典の研究によ

れば、東海地方における中空耳環の確認は数点にとどま

っており、特に愛知県においては豊橋市と岡崎市の計５

点のみで、名古屋市内での出土は挙げられていない（岩橋

2022）。ここでは、高蔵１号墳出土の中空耳環を耳環１・

２、東禅寺２号墳出土の中空耳環を耳環 3 として報告する。

２　高蔵１号墳出土資料について

　高蔵１号墳は、名古屋市熱田区の高座結御子神社境内と

その周辺に分布する高蔵古墳群の１基で、古墳時代後期・

終末期に造営された横穴式石室を内蔵する円墳である。昭

和 29 年（1945）に名古屋大学（文学部）考古学教室（澄田正

一・楢崎彰一ら）が石室の発掘調査を実施し、その翌年に

調査成果が報告されている（楢崎 1955）。

　出土資料は令和２年（2020）３月に当館へ寄贈された

（110-228・高蔵１号墳出土資料・76 点）。計８点の耳環が

あり、そのうち２点が中空耳環である1。

　耳環１（図１の１、図２の１）　外径 縦 3.0 ㎝×横 3.3

㎝、断面径 縦厚 0.85 ㎝×横厚 1.15 ㎝、重量 10.1 ｇを測

る。X 線画像分析を実施したところ、内部の空洞がはっき

りと写り中空構造が確認できた（図３）。また、成分分析よ

り少量の砒素を含む銅管の上に水銀が検出されたことか

ら、金鍍金が施されていたと考えられる。開口面には筒の

形状に合わせた銅板が貼られているが、その重ね合わせ方

法は不明である。高蔵１号墳出土耳環の中では最大級品だ

が、中空のため軽量である。断面は楕円形を呈する。

　耳環２（図１の２、図２の２）　外径 縦 3.0 ㎝×横 3.2

㎝、断面径 縦厚 0.8 ㎝×横厚 1.05 ㎝、重量 10.9 ｇを測

る。耳環１と同様、Ｘ線画像分析より中空と判明した（図

３）。また、成分分析より少量の砒素を含む銅管の上に水

銀が検出されているため、金鍍金が施されていたと考えら

れる。開口面には筒の形状に合わせた銅板が貼られてい

る。銅板の重ね合わせ方法は不明。耳環１とほぼ同形同大

であり、出土位置も近いためペアとして使用された可能性

が高い。高蔵１号墳出土耳環の中では最大級品ながら、中

空のため軽量である。断面は楕円形を呈する。

３　東禅寺２号墳出土資料について

　東禅寺２号墳は、名古屋市守山区の竜泉寺丘陵の北側、

庄内川に向かって広がる段丘の先端に立地する東禅寺古墳

群の１基で、古墳時代後期・終末期に造営された横穴式石

室を内蔵する円墳である。出土遺物の中から、銀象嵌を施

した装飾付大刀の鍔が見つかったことが過去に報告されて

いる（松村 1981）。

　出土資料は長らく当館にて保管されていた旧守山市の考

古資料に含まれており、令和４年２月に受入手続が完了し

ている（110-232・東禅寺第２号墳出土資料・20 点）。計２

点の耳環があり、そのうち１点が中空耳環である2。

　耳環３（図１の３、図２の３）　外径 縦 2.7 ㎝×横 2.8

㎝、断面径 縦厚 0.7 ㎝×横厚 0.79 ㎝、重量 4.7 ｇ（欠損あ

りのため参考値）を測る。内部芯材や表面被覆材は不明。

片側開口面における銅板の蓋が剥落しており、内部が空洞

であることが目視確認できたため、中空と判断した。ま

た、剥落部の観察より、開口面の端部が内側に折り込まれ

ている構造が確認され（図４）、その上に銅板を重ねて蓋を

していたことが推測できる。なお、剥落部における環体の

厚みは 0.1 ㎝程度であった。高蔵１号墳出土の中空耳環に

比べ小型で、参考値ながら半分程度の軽さである。断面は

楕円形に近い。

中
ちゅう

空
くう

耳
じ

環
かん

 ―名古屋市博物館所蔵資料より２例の報告―
廣瀬　正嗣

図４　東禅寺２号墳出土の中空耳環　開口面端部の折り込み
（▲印部分）

おわりに

　当館が所蔵する中空耳環 3 点について簡単に報告した。

中空耳環は 6 世紀後葉に出現し、600 年前後に最盛期を迎

え、７世紀中葉過ぎには衰退することが先行研究によって

示されている（辻村 1997、横田 2018）。高蔵１号墳および

東禅寺２号墳から出土した中空耳環は、その法量や断面形

から判断すると、中空耳環の最盛期である７世紀初め頃か

ら中葉までの範疇に収まる時期のものと考えられる。ま

た、高蔵 1 号墳の中空耳環については、ガラス小玉一連

が接して出土したとされており、耳環を着装していた被葬

者の性別を探る手がかりになる可能性がある。今後、所属

時期や出土状況について詳しく検討していきたい。

　耳環は全国的な出土数の多さから、その概数さえ不明な

遺物である。一方、希少とされる中空耳環についても、正

確な数はいまだ不明な状況にある。その一因として、見た

目だけでは中空かどうかの判別ができない点が挙げられ、

通常の耳環よりもやや太身に見える個体や、手に持った際

に見た目よりも軽い印象を受ける個体は、中空耳環である

可能性をまず疑うべきだとの指摘がある（岩橋 2022）。

　当館はまだ多くの耳環を所蔵している。上記の指摘に留

意しつつ、今後の整理および調査業務を進めていきたい。

図３　高蔵１号墳出土の中空耳環　X線画像図１（上）　高蔵１号墳・東禅寺２号墳出土の中空耳環実測図
図２（下）　高蔵１号墳・東禅寺２号墳出土の中空耳環
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ま
ず
、
文
書
の
差
出
人
に
注
目
し
よ
う
。
こ
の
文
書
は
新
し
い
領
主

で
あ
る
秀
次
の
家
臣
・
田
中
吉
政
が
発
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
土
地

の
領
有
を
保
証
す
る
文
書
は
、
領
主
本
人
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
な
ぜ
領
主
で
は
な
い
田
中
が
こ
の
文
書
を
出
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
翻
刻
の
傍
線
部
①
を
見
る
と「
秀
次
様
が（
尾
張
国
に
）到
着
さ
れ

ま
し
た
ら
す
ぐ
に
、
正
式
な
文
書
を
準
備
し
て
再
び
届
け
ま
す
。」と
あ

る
。
こ
の
と
き
、
秀
次
は
小
田
原
の
戦
い
の
戦
後
処
理
の
た
め
、
東
北

に
進
軍
し
、
尾
張
国
に
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

新
領
主
不
在
の
間
に
出
さ
れ
た
文
書
だ
が
、
翻
刻
の
傍
線
部
②
に
は

「
御
朱
印
の
内
容
の
と
お
り
支
配
を
す
る
よ
う
に
、
と
申
し
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。」と
あ
り
、
誰
か
の
命
令
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
と
わ
か

る
。
秀
次
は
出
陣
中
で
指
示
が
出
せ
な
い
中
、
誰
が
命
令
し
た
の
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
御
朱
印
」で
あ
る
。
当
時
、「
御
朱

印
」つ
ま
り
朱
印
状
を
発
行
で
き
た
の
は
、
秀
吉
し
か
い
な
い
。
秀
次

が
不
在
と
い
う
状
況
を
う
け
、
秀
吉
は
小
田
原
の
戦
い
の
後
、
京
都
に

戻
る
道
す
が
ら
、
天
正
十
八
年
八
月
末
頃
尾
張
国
清
須
に
立
ち
寄
り
、

尾
張
の
政
務
に
着
手
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
こ
の
時
に
秀
吉
が
命
じ
て

田
中
に
出
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

天
正
十
八
年
、
豊
臣
氏
に
よ
る
尾
張
国
の
支
配
の
は
じ
ま
り
は
、
領
主

が
不
在
と
い
う
状
況
で
始
ま
っ
た
。
不
在
の
新
し
い
領
主
・
秀
次
の
代
わ

り
に
、
尾
張
国
に
入
り
政
務
を
担
っ
た
の
が
秀
吉
で
あ
っ
た
。
秀
吉
が
尾

張
国
に
到
着
し
て
す
ぐ
、
同
年
八
月
二
十
七
日
付
で
、
秀
吉
本
人
が
、
熱

田
・
清
須
町
に
制
札
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
は
尾
張
国
の

経
済
的
な
二
大
拠
点
を
お
さ
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
同
年

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
に
か
け
、
秀
吉
の
命
令
で
田
中
吉
政
が

領
地
を
保
証
す
る
安
堵
状
を
出
し
て
い
る
。
同
様
の
も
の
が
尾
張
国
内
で

十
三
通
確
認
さ
れ
て
お
り（
別
表
）、
そ
の
一
通
が
こ
の
文
書
で
あ
る
。
領

主
の
交
代
に
あ
た
り
、
尾
張
国
内
の
人
々
は
自
身
の
領
地
を
確
保
す
る
た

め
、
新
し
い
領
主
に
領
地
を
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
新
し
い
領

主
に
求
め
ら
れ
た
対
応
を
秀
吉
が
行
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
秀
吉
は
秀
次
の
到
着
を
待
た
な
か
っ
た
の
か
。
日
付
に
注

目
し
よ
う
。
こ
の
書
状
は
九
月
八
日
付
で
あ
る
。
旧
暦
の
九
月
は
現
在
の

十
月
に
あ
た
り
、
年
貢
徴
収
の
時
期
に
差
し
か
か
る
。
領
主
の
立
場
と
し

て
は
、
年
貢
の
徴
収
が
本
格
化
す
る
前
に
、
領
地
を
保
証
し
、
新
領
主
へ

の
年
貢
を
確
実
に
徴
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
点
、
こ
の
書
状
の
宛
名
か
ら
も
、
秀
吉
の
思
惑
を
推
察
で

き
る
。
加
藤
景
延
が
当
主
を
務
め
る
西
加
藤
家
は
、
代
々
熱
田
の
有

力
町
人
で
政
治
的
に
も
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
。
織
田
信
長
の

父
・
信
秀
が
そ
こ
に
目
を
つ
け
、
熱
田
の
町
を
お
さ
え
る
た
め
に
、

西
加
藤
家
を
配
下
に
お
い
た
。
以
来
、
織
田
氏
と
西
加
藤
家
の
関
係

は
続
い
て
き
た
。
こ
の
西
加
藤
家
の
よ
う
に
、
尾
張
国
に
は
、
信
長

以
前
の
代
か
ら
、
織
田
氏
と
の
関
係
が
続
い
て
い
る
有
力
者
や
寺
社

が
存
在
す
る
。
こ
の
状
況
下
で
、
織
田
氏
の
旧
臣
で
あ
る
豊
臣
氏

が
、
領
主
交
代
を
穏
便
に
済
ま
す
た
め
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
同
年
九
月
の
末
頃
、
よ
う
や
く
秀
次
が
尾
張
に
入
り
、

政
務
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
尾
張
に
移
転
し
て
き
た
自

身
の
家
臣
へ
の
対
応
が
中
心
で
あ
る
。
尾
張
国
の
有
力
者
や
寺
社
、

町
な
ど
に
対
す
る
領
主
交
代
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
大
部
分

が
秀
吉
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
秀
吉
が
と
っ
た
対
応

の
ひ
と
つ
が
こ
の
文
書
な
の
で
あ
る
。
紹
介
し
た
十
三
通
の
安
堵
状

は
、
こ
れ
ら
の
他
に
は
類
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
特
異
な
文
書
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
秀
吉
の
対
応
が
極
め
て
異
例
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
秀
吉
の
と
っ
た
行
動
か
ら
は
、
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
領
主
の
交
代
を
済
ま
せ
、
尾
張
国
の
支
配

を
確
実
に
進
め
た
い
と
い
う
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
文
中
に
は
、
秀

吉
の
名
は
一
切
登
場
し
な
い
が
、
彼
の
行
動
や
思
考
を
物
語
る
、
と

て
も
興
味
深
い
資
料
な
の
で
あ
る
。

日付　　　  宛名
８月晦日　  坂井文助
９月３日　  甚目寺（海東郡）
９月３日　  上畠神明社（春日井郡）
９月５日　  那古野天王坊（愛知郡）
９月７日　  小松寺（春日井郡）
９月７日　  国府宮（中島郡）
９月８日　  加藤隼人
９月９日　  山田七郎五郎
９月９日　  正眼寺（春日井郡）
９月 10 日　 津島社（海東郡）神主
９月 10 日　 熱田社（愛知郡）社人中
９月 14 日　 杉浦九三郎
９月 22 日　 密蔵院（春日井郡）

（別表）
秀吉の命令で田中吉政が発行した安堵状
の宛名（天正 18 年８月～９月）
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